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Testsimplets(R) is apre-stained,ready-to-useslides for differential blood cell counts.

We have been using this  Testsimplets® slide to classify sperm morphology since 1978. Its char-

acteristics is that it is very easy to prepare specimens quickly and we can see sperm morphology 

clearly for the classification of the sperm. We regard this Testsimplets® slide as a supravital stain-

ing. The disadvantage is that we can not preserve specimens for more than 24 hrs. 

Extensive use of the Testsimplets® slide is a useful method for the classification of sperm morphol-

ogy in the infertility clinic. 
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緒 言

臨床 検 査 で精 子 形 態 を知 るに は,通 常,固 定 標 本 の

PaPanicolaou② 染 色 あ る い はHaematoxylin-Eosin

染色 が 行 な わ れ て い る.

著 者1)は1978年 よ り西 ドイ ツで ヘ モ グラ ムの 検 査に

使用 され て い るTestsimplets⑬slideを 精 子 形 態 の検

索 に 応 用 して い る,

介す る.

その結果,有 用性を認めたので紹

Testsimplets⑭slideと 使 用 方 法

こ のTestsimpletsmPslideは 既 に 染 色 液(N-me-

thyleneblueとcresylvioletacetate)カ':ス ラ イ

ドグ ラ ス の 表 面 に 塗 布 さ れ て い る.ス ラ イ ド グ ラ ス
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TableI.Author,sclassificationforspermmorphology

ovalform

distortθdform

taperingform

largeform

srnallform

roundform

amorphousform

Immaturecell

othθr

4.2μ くIength<6.3μ

1.8μ 〈width<2.7μovalshape

betweθnovalformand

taperingform,ovalform

andamorphousformand

ovalformandroundform

lenght>6,3μ,width>4,2μ

lenght<2,7μ,width〈1.8μ

Table2.Semenana豆ysisofpresentcases

cases fθrtilθmθn oiigospermia varicOCθle

semenanalysis 1 2 3 4 5 6

volume(ne)

density(x106/騨 昭)

motility(%)

2.3

51

67

2.0

150.6

50

4.32.54。0

24.820.43.3

224850

5.5

22

35

ovalform(%)

distortedform

taperingform

largeform

smallform

roundform

amorphousform

immaturθCθII

other

51,9

31.2

9.9

0.1

0.1

0.5

4.4

1.0

0.8

86.4

10.3

0,3

2.7

0。3

48.1

37.5

0.7

0.2

0.2

1。0

9.8

0.7

2

74.766.2

1829.7

0.3

0.2

0.2

0.7

5.3

1.0

2.0

1.6

0.3

36.0

39.6

11.6

0.3

0.3

9.6

1.4

1.2

の中央に精液を一滴た らし,カバ ーグラスをか け,精液

の層を なるべ く薄 く均一に させ るため カバ ー グラスの

上か らペ ン先で軽 く押 しつけ精液をのばす.室 温で30

分か ら120分お くと標本 が作製 できる.な お,精 子濃度

が15×106/m王 以下 と低 い場合には,精液 を2,000回 転,

10分間 の遠沈を行 ないそ の沈澱物 で標本 を作製す る.

観察方法は油浸下1,000倍 で顕鏡 し,写 真を と りキ

ャビネ版に引伸 して精子形態の分類 を行 なってい る.

分類方法は著者 の試案 した分類基 準2)による(Tablc

l)。

実際例の検討

Fcrtilemen2例,原 発 性 乏 精 子症2例,精 索 静 脈

瘤2例 の 実 際 例 を紹 介 す る.精 液 所 見 及 びTestsim-

pletsoPsliClesに よ り観 察 さ れ た 精 子 形 態 の 分 類 を

Table2に 一 覧 す る,

Fertileme皿

症例1:37歳,3児 を得 ているため不妊手術 を希望

して来院 している.

症例233歳,1972年3月 結婚 し1976年3月 長 女,

1977年 長男が生れ る.

原発性乏精子症

症例3:24歳,不 妊期間1年5ヵ 月を経て来 院 して

いる.原 発性乏精子症 と診 断 し,薬 物療法を行ない第

1子 を得てい る.

症例4131歳,不 妊期間2年4ヵ 月を経て来 院 して

いる.妻 が一度 自然流産 を経験 してい る.

精索静脈瘤

症例5133歳,不 妊期間3年4ヵ 月を経て来院 して

いる.左 精索静脈瘤第3度 を認 める.精 索血管高位結

紮術 を施行 し,約1年 後に妊娠,児 を得た.

症例6:20歳,左 陰嚢痛を訴えて来院 してい る.左

精索静脈瘤 第2度 を認め る.精 液所見 が不良なため手

術 を行 なった.
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Fig.に 示 した 写 真 は 前述 した よ うに 油 浸 下1,000倍

で写 真撮 影 し,キ ャ ビ ネ版 に 引 き伸 した もの で あ る.

Fig,1に 見 られ る5つ の精 子 は 頭 部 が きれ い なovaI

の形 を して お り正 常型 精 子(ovalform)と した.中

片部,尾 部 も明 瞭 に 染 色 され て い る.Fig・2の 中央,

矢 印 に み られ る精 子 は頭 部 が 尾 部 に 向 ってや や 細 くな

って,辺 縁 が ゆ が ん で お り,他 の4個 のovalform

とは 異 な って い る こ とか ら著 者 は 変 形 精子(distor-

tedform)と 分 類 した.Fig.3の 矢 印 の精 子 は 明 ら

か に 異 常 を 示 して い る こ とが わ か り病 的精 子(amor-

phourform)と した.他 に も種 々 の精 子 が み ら れ

Fig.4に 示 した.Aの 精 子 は頭 部 の長 さ8.1μ,iliPt

5μ の 大 き な精 子 で 大 型 精 子(largcform)で あ る・

Bの 精 子 は 小 型 精 子(smallform)で あ る.Cの 精
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子は頭部が細 く薄 くな っていることか ら先細小型精子

(taperingform)と 分類 した,Dの 精子は真に 丸い

形を してい るので円型精子(roundform)と した,

尾部 が8の 字にな って屈 曲してい るのが観察され る.

Fig.5に 示 した細胞は精液 中 に出現す る幼若細胞 で

核及 び細胞質が明瞭に染色 され ている.

このよ うに して,1症 例200個 以上の精子及び幼若

細胞について分類 を行なってい る.6症 例 の形態分類

の結果をTable2に 示 した.

考 察

妊孕能を評価す る うえで精子濃度,運 動 率,精 子形

態の観察は重要 なパラメーターである.前 老について

は通常,検 査がなされ てい るが,精 子形態については

詳細な分析 が行なわれていないのが現状 である.そ の

理由の一つ として従来 の方法は煩雑 で手間がかか りす

ぎるために 日常 の不妊外来において簡単に検査 を行な

いに くい.そ の点 で多 くの研究老に よ り工夫され てい

る.

精子形態 を観察す る うえで最 も重要な点は,で きる

だけ精 子を生に近い状態でみることが大事で,固 定 ・

染色の過程 で精子になるべ く影響 を与えない ことが望

ましい.そ してAlfordら3)が,述 べてい るごとく,

標 本作製が簡単で再 現性があ り試薬 の保存が きいて安

価 であることが条件であろ う.

従来,主 として使われている方法はヘモ グラムの作

製に準 じて精液を スライ ドグラスに薄 くのば し半 固定

し,Papanicolaou染 色,あ る い はHaemato-

xylin-Eosin染 色 を 行 な い 観 察 さ れ て い る.He-

Ilinga4>に よれ ば,両 染色法 と も精 子 形 態 の 観 察

に適 していることが述 べ られ てい る.し か し先程 も述

べた ように標本の作製 に時間がかか り煩雑 であるので

日常 の不妊外来で簡単 に標 本を作 りに くい欠点 が あ

る.Emilsonら5)は 精子の生死の有無 と形態が同時

に観察がで ぎ,し か も標本 の作製に も手間がかか らな

いEosin-nigrosin染 色法を紹介 している.こ の方法

の特徴は今 まで死精子 も含めて観察 していた ものが,

生精子だけの形態 を分析で きる点 であろ う.し か し欠

点 と しては種 々の幼若細胞 と白血球 との鑑別が若干つ

きに くい ことであると述べている.こ の幼若細胞 と白

血球あ るいは精液中に混入す る他 の細胞 との鑑別が問

題 とな る.Tejadaら6)は 新 しい試み と してMeta-

chromaticfluorescentstain法 を用い ると白血球 や

マ クロファージとの鑑別が困難な精母細胞 の同定に も

有用 であ ると紹 介 している.彼 らは迅速 な方法 と述べ

てい るが過程 がやや複雑 で手間がかかる と思われ る,

Arfordら は 尿 の 沈 渣 の染 色 に 使 わ れ て い るSedi-

Stain(Clag-AdamsCorporation)を 精 子 形 態 に応

用 し標 本 の作 製 が 簡 単 で細 胞成 分 の分 類 に も極 め て有

用 な試 薬 で あ る と勧 め て い る.

今 回,著 者 の 使 用 したTestsimplets⑪slideは 前 述

した ご と く,染 色 液 が既 に 塗 布 され て い る ス ライ ドグ

ラ スに 一 滴 の 精液 を た らす だ け で約30分 ～120分 後 に

は 観 察 で き る簡 便 さ が特 徴 で あ る.更 に 精 子 を 生に 近

い 状 態 で み る こ とが で き て,一 種 の超 生 体 染 色法 と も

い え る.こ の点 で はAlfordら の用 い たSedi-Stain

も同 様 の性 質 と い え よ う,そ の 他 にTestsimplets②

slideに よ る標 本 が 見 や す い こ と も特 徴 で あ る.従 来

の方 法 で は精 液 で血 液 の よ うな 薄 い標 本 を作 る こ とが

非 常に 難 しい.そ のた め 標 本 が 厚 くな り精 子 が 重 な っ

た り精 漿が じゃ まに な った りして十 分 な観 察 が で きな

い.Testsirnpietseeslideは 写 真 の よ うな きれ いな 精

子 を み る こ とが で き る.ま たFig.5の よ うな 幼 若細

胞 の観 察 に もPapanicolaou法 あ る い はHaematox-

ylin-Eosin法 に 比 較 して 決 して 見 劣 りし な い と思わ

れ る.欠 点 と して は,室 温 で4時 間,冷 蔵 庫 内 で24時

間 程 度 しか 保存 で き な いた め,そ の ま まで 永 久標 本 と

な らな い こ とで あ る.

こ のTestsimpletseslideに よ る精 子 形 態 へ の応 用

に つ い て はSchirrenら7),Calameraらs)に よ り報

告 され,そ の有 用 性 が 述 べ られ て い る.Schirrenら

に よれ ばPapanicolaou法 と比 較 して 精子 形 態 の分

類 に 有 意 の 差 を認 め て い な い.著 者 も従来 のPapa-

nicolaou法 との 比 較 検 討 を 行 な い既 に 報 告 し て い

る2).著 者 は 精 子 頭 部 の 大 き さ が,Testsimplets⑪

slideに 比 べ てPapanicolaou法 が縮 小す る こ と,

一 部 の症 例 で精 子 形 態 の 分 類 分布 が 両染 色 法 で異 な る

事 実 を 観察 した.今 後,多 数 例 の検 討 を要 す るが,精

子 を生 に 近 い状 態 で 観 察 しえ て,標 本 の作 製 が 極 め て

簡 単,迅 速 に 行 な え るTestsimplets②slideの 使 用 は

日常 の不 妊 外 来 で の 精 子形 態 の 分類 に 大 いに 役 立 つ も

の と考 え る.

結 語

精 子 形 態 の検 索 に ヘ モ グ ラムに 使 用 され て い る

Testsimpletsoslideを 応 用 した.そ の 特 徴 は標 本 の

作 製 が 極 め て 簡 単 で 迅 速に で きか つ 見 や す い こ と,そ

して精 子 を 生 に 近 い 状 態 で観 察 で き る こ とで あ る,こ

のTestsimplets⑪slideの 有 用性 に つ い て述 べ た.

文 献

1)岩 本晃 明 。広川 信 ・松 下和彦 ・高井修道.



岩 本 ・ほ か;Testsimple吐s⑫ ・精子 形 態1155

Testsimplets②slides々 こよ る精 子 お よび精 細 胞 の

形態 学 的 検 索.第379回 日泌 東京 地 方 会 に て講 演,

1978

2)岩 本晃 明=精 子形態の臨床 的研究.そ の1:精 子

形態 の分類 とfertilemenに ついて,そ の2=精

索静脈瘤に ついて.日 不妊
△.設26:330～354

,1981云 口心

3)AlfordLMandRivardDJ:Asimplestain

f()rdifferentiatingscmenconstituents。J

Urol126:609～610,1981

4)HellingaG:ClinicalAndrology.p.24,

WilliamHcinemannMedicalBook,Lon-

don,1976

5)EmilsonLBV,DoughertyKA,Cockett

ATKandUrryR工.:Stimultaneousdeter-

minationofhumanspermmorphologyand

viability.Simpleofficetechnique。Urology

stalnforrapidmorphologicevaluationof

humansperm。Fertilsteri136535～537,

1981

7)schirrenC,EckhardU,JachczikRand

CarstenscnCA:Morphologicdifferentiation

ofhumanspermatozoawithTestsimplets②

slides.AndrQlogia9:191～192,1977

8)calameraJcandvilaro=comparative

studyofspcrmmorphologywiththreedif・

ferentstainingprocedures.Andrologia11:

255～258,1979

(1985年10月4日 受 付)

11:488～491,1978

6)TejadaRI,MarikJJ,winerJHandFr呈ed-

manS:Anewmetachromaticfluorescent


